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铖
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ら
^

U

膺
本
國

0;

爲
め
化
有
カ

»

る
働
ぎ
を

.
爲
す

^

至
る
可

&

こ
'

芩
も

-»

像
し
.得 

非
ず
、殊
に
今
狻
戰
局
の
進
む

.
R

從
ひ
本
國
は

0

令
困
難
の

.
地：位
は
立
つ

.
可
.
き
は
云
：ふ
 

な
き
所

R

し
て
此
際
に
於
け
る
植
段
地

；

の
«
華
參
加
マ

」

協
力

ミ

は
愈
々
本
國

の

推

獎

す
る

所
^

な
ぅ

遂
に
平
和
党

S

の
後

は 

ざ

-S
可
し
。果
し
て
然
ら
ば

？ ,

ム
マ

1

マ
 

bjc
r
l
d
e
s
v
e
h
a
l
t
n
w

J

^
t-
I
'
.
c
e
w
i
h
r
u
n
g
' 

V
O
I
I
e
r

 
S
d
b
s
t
r
e
g
i
e
m
n
g

の
實
を
擧

ぐ
る
に
至 

地
の
參
加
の
程
度
ど

Si

：
努
力
の
如
何
に 

徙
ら

^

.

母
國
の
負
擔
れ
る

U

過
ぎ

ざ
る 

^」

，y

レを
主
脹
す
る
记
於
て
は
世
上
の
識 

ら
る
も

致
方
な
き
次
第
な

6

ど
雖
も
凡 

願
著
な
る
以
上
誰
か
之
を
不
良
少
年
視

H

 

... 

, 

. 

" 

.

斯
の
如

.̂

事
.實

を

北

米

合*'
國

が
本

植
民
地
の

地

位
を
今*

*̂—x

段
上
進
せ

し
め

す、

し
ざ

るa

 

ま
で

も 

し
*'
重 

て
业
ま

.
ン
 
j
.
Q
Mff
l
o
a
d
a
^
t
e
l
l
u

cg
-

.
^
8

 

O
d
e
r

 

reines

る

や

否

や

の

間

題

も

今

间

の

，戰
#

R

關
し
是
等
植
民 

花
P

ビ
云
は
ざ
る
を
得
ず
。從
來
の
如
_く榔
民
地
が
唯 

に
狗
；ほ本

.國
、H
J 

.:
同
等
.
.の
地
：位
_に

立

た

ざ

る

可
ら
ざ
る 

者
ょ

.cs

 

所
謂

.un
g
e
z
o
g
e
n
e
'

 f
r
e
c
h
e
n

 

M
n
d
e
r

 

の
名
を
附
.せ
 

そ
一
家
の
大
事
に
臨
み
有
力
な
る
働
を
爲
す
の
事
實 

す
る
も

0

有
&

ん
や
。

.國

.
に
.
背
'反
^
•
.て
•
獨
立

.を，宣
言
：せ
今
當
時
と
對
照
せ
ば

I

S

I
|
|
畜汾-

議

I

1

S

間
に
雪
、泥

0

相
異
存
す
る
を
認
め
ざ
る
を

*

ざ)

る
可
し
。當

_

+:
3

洲
の

'
植
民
地
は
.本國
が 

儆
國
及
加
奪
陀
に
對
し
て
前
後
數
年
の
戰
哿
に
從
事
し
是
れ
が
爲
め
に
多
大
の
負
債
を
生
す 

る
に
至

&

其
負
擔

0

一
 

部
分
を
北
米
植
民
地
に
轉
嫁
せ
し
め
ん

^

し

れ

-
^
し
を
肯
せ
ず
し
て 

遂
は
反
旗
を
飜
す
に

M

ぅ
た
る
は
史
上

.に
明
か
.な
る
所
に
し
て
北
米
植
民
地
人
成
の
思
想
ょ 

$

せ
ば
本

‘國
が

.其
橄
：民地
の
爲
め
に
或
は
戰
爭
•に從
事
し
或
は
負
債
を
增
加
す
る
が
如
き
は 

.常
'然

.の事

.镳

.なれ
と
も
植
民
地
が
本
國
の
爲
め
に

®

#

'に從
事
し
若
く
は
其
負
擔

R

任
ず
る 

.は
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
所
な

h

し
な
ち
蓋
し
當
時
歐
洲
諸
國
の
其
植
民
地
を

'
視
■るや
偏
に
本
國
の 

M

濟
的

.利
益
を
主
眼
ぎ
な
し
之

^

原
き

.て
其
植
民
政
策
を
樹
立
し

#

る
が

^

め
植
戾
地
人

^
 

.は平
素
母
國
に
對
し
十
二
分
の
犧
牲
を
.支挪
ひ
つ

、

?̂
p
d

感
じ
*
國
は
此
利

^

を
防

®

せ
ん 

が
爲
め
外
敵

.
S

職
ふ
次
激
な

.れ
ど
も
植
民

.地
自

&
 

.は
輿
戰
爭

it

關
し

fe

別
.
.の
刺
益
を
！|めす 

_

或
植
民
地
が
佛
蘭
西
萁
他
の
植
民
地

i
 

接
攻
擊
を

.蒙

.る

.恐
れ
わ

.
ダ
し

.塲
，合に
は
自
ら 

起
つ
て
其
戰

®

R

能
#

ぜ

ざる
.
可
ら

t-

ヒ
雖
も
、然
も
進
ん
.て本
國

.
に
出
'
矣
す
る
が
如
き
は
'思
も 

ょ
ら
ず
、杏

己

れ
@-
-

ぢ
の

.防
*!

も
常
に
本
國
の

®

換
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依
み

.て
初
め

.て
敵
祀
猿
今

.を
得
れ

6
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な
ぅ
。さ

(

り
發
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ら

植
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に

於

ぞ

本

國

吟

救

援

电

對

じ

セ

さ
.

へ

殆

，
ん

ど
.何

等

瞒
.謝
'の
念
な
炉

洛

霧

(
1
1
.

〇
杖)

^

:

疏

.

#

洲
_

と
猶̂

#

^
鮮
‘ 

. 

二
九



.....厂，へ..'..”—マて7ザ ， ，'ャ : ぐ.スゲ广 w ツ恐へ，々 r.?ぶ •ソ-w 't免*:rがご. '

敗
九
；怨
-

(

ニ

6

六
}

論

,.
'
說

歐

.洲
戦
.爭

と

植

民

地

問

脏

 

.铬

卜

號

H

O

办

し

事

實
«

.
舊
來
、の
讎
歟
た
る
加
奈
-
陀
.
が
\

遂
^

英
國

0

爲
め
、に
征
_

せ
.

&

.

^最
早
米

_
大
.
陸
R
 

於
て
逾
る
可
き
何
物
も
存
せ
ざ
る
ド
及
ん
て
や
想
ち
本
國
に
背
き
て
獨
立
を
企
て
た
る
に

®
 

て
も
之
を
知
る

.
に
難
か

.

&

ざ
る
可
し
、換
言
す

.れ
ば
一
方
に
は
餘
ぅ
に
本
國
，主義
に
し
て
其
植 

民
地

‘
人
民
の
權
利

^

利
益

I

母
國
の

»

躏
に
委
し

.
た
>

し
政

'
策
：に
對
し
植
民
地
；に
於
け
る 

不
快
の
念
は
年
ご
典
忙
墦
加
す
る
も
の
ぁ
ぅ
、他
方
に
は
英

.
帝
國
の

'共
同

Kf
«

R.
要
し
た
る
其 

費
用
は
植
民
地
に
於
て
も
尙
ほ
之
を
負
燴
せ
ざ
る
，可
ら
ず
？
の
本
國
民

0

意
思
ど
が
互
に
灕 

和
す
る
を
得
ず
し
て
遂
に
十
三
洲
の
獨
立
を
覓
る
に
，至

6

だ
る
次
第
な
ち
而
し
て
本
國
及
植 

民
虬
に
於
け
る
是
等
意
思
の
汉
隔
漸
く
著
し
か
ら
ん
ど
す
る
や
之
を
憂
へ
た
る
も
の
少
な
か 

美
即
ち

s

s

.

 

て
雨
.
者
の

1

致
點
を
見

.
出
.
2

S

し
た
.
i

s

中 

J
a
s
i
a
h

 

T
u
c
k
e
r
: A
d
a
m

 

S

I

等
の
名
士
あ

-

て
前
者
は
旣

R

多
數
の
人
口
に
達
し
た

る

國

民

の
 

決
し
て

i

意
思
に
反
し
て
，支
规
せ
ら
れ
得
可
か
ら
ざ
る
こ
ど
を
論
じ
英
國
民
は
須
く
北
米
直 

民
地
に
與
ふ
る
に
絕
對
の
自
由
を
以
て
す
可
し
、而
し
て
本
國
は
兩
國
の
交
通
資
易
に
依

6
 

C
 

贫
る
所
の
商

’
業
上
の
利
益
の

.み
を
以
て
滿
足
せ
ざ
る
可
ら
、ずヒ
主
張
し
。後
者
«
其
名
著
富
國 

»

中
に
於
て
詳
細

^

,
此
等
問
題
を
論
議
す
る
所

?>
6

た
&
し
が
吾
人
は
多
大
の
興
哝
を
以
て

偉
大

.な
る
此
學
潘
の
植
民
地
觀
を
伺
は
ざ
ム
を
得
ず
。而
し
て
彼

.の
論
旨
は
當
時

.の
事
、狀

.iC

.照
- 

し 
極
め 
て
徹
底
せ
る

' も
の

‘な
ぅ
し

w

同
時

^
今
日

'に
於
て
も
立
派
に
實
際

.政
策
の
上
：に

a
用 

せ
ら
れ
、又
將
來
英
國
の
植
民
：政
策
の
發
逄
す
可
き
其
方
向
を
指
摘
し
た

.る
も
の
な
ぅ

，じ
，云ふ 

を
得
可
し
。即
ち
彼
は
英
帝
國
全
體
の
防

■，衞
の
爲
め
に
必
要
止
む
を

#
ざ

6
し
費
用
に
就
き
て 

は
興
植
民
.地
も
之
を
負
擔
す
る
の
義
務
あ
る
を
論
じ
て
日
く

。
I 

■

1け is 

not 

contrary 

to .justice 1:hat 

b
o
t
h

 

Irelaud 

a
n
d

 

A
m
e
r
i
c
a

 

should 

contribute 

t
o
w
a
r
d
s

 

tne 

d
i
s
c
h
a
r
?

‘ 

o
f t
hn>public 

debt; 

of Great 

wlitain. 

T
h
a
t

 

debt: 

h
a
s

 

b
e
e
n

 

contracted 

in 

s
u
p
p
o
;

 

o
f
* 

the 

p
-
o
v
e
m
m
e
n
t

 

established 

b
y

 

the revolution
,

叫 

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 

to 

w
H
c
i
i

 

protestants 

s
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J
s
d

 

o
w
e
j

 

n
o
t

, 

onl 
く 
■
 the: w

h
o
l
e

 

autlioiity 

w
H
c
h
.

 

t
h
e
y

 

at 

present 

enjby 

.in 

tlieir 

o
w
n
.

 

c
o
u
n
t
r
y
；

cr
u
t
 

every 

securiry 

whicii 

t
h
e
y

 

possess , for 

their 

liberty 

thei 

p
r
o
p
e
r
t
y
'
a
n
d

 tlieir 

religion ; 

a. 

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 

to 

w
h
i
c
h

 

several 

of 

the 

colonies 

o
f America, 

o
w
e

 

their- 

present 

charters, 

a
n
d

 

their 

present 

constitution, 

a
n
d

 

t:o 

w
H
c
h

 

all 

the 

colonies 
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m
e
r
i
c
a
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o
w
e

 

the liberty, 

s
e
c
u
r
i
t
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p
e
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v
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v
e
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h
a
f

 public 
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b
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contracted 

in the 
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not 
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a
l
o
n
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u
t
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provinces 

o
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i
m
m
e
n
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b
rt 

contracted 

i
n

rt
-
h
e late 

w
a
r

 in 

p
a
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n
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o
n
t
r
a
c
t
e
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w
a
r
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r
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英
本
' 

國

ビ米
植
民
地

S

を
全
く
對
•等
無
差
別
の
地
位 

^

镫
き
植
民
地
の
人
ロ
ど
其
租
稅
負
檐
額

^

に
比
例
し
そ
議
員
を
選
出
し
之
を
本
國
議
會
代

.

送
ら
し
む
可
く
若
し
も
米
植
民
地
の
人
口
ぐ

J

租
流
の
收
入
マ

」

が
本
國
を

：

凌
駕
す
る
の
曉
に
は 

英
•
帝
.
國
.
政
府
を
米
大
陸
に
歡
す
可
き
も
の
な
う
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2
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。
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r
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p
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b
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n
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the 
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b
a
l
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n
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h
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o
r
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ぼ
 ps .the
」
produce:, o
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r
i
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r
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*
h
t

e
x
c
e
e
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^

p
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-
o
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4

B
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T
h
e

 seat 

o
f
*
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-
h
e
 

e
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w
o
u
l
d

 

t
h
e
n
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r
e
m
o
v
e
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t
o

.

.

.

. 

. 

.

.

. 
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■

that part 

of*

r+
h
e
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m
c
h
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m
o
s
t
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he 
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defence 
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(
w
e
a
l
t
h

 

of Nations 

fe
s 

「

ス
.

三ス」

の
論

.や
天
空
海

.®)

公
明
正
大
を
極
む
ど
云
ふ
可
し
^
も
彼
の
議
論
の
實
行
を
常
時

に
期
す

-
る
は

7C

ょ
う
望
ん
で
得
可
か
ら
ず
。遂
に
北
米
合
衆
國
は
本
國
ょ
う
分
離
す
る
に
至

P 

た
れ
ど
も
爾
來
幾
屋
霜
本
國
ビ
.植
民
地
ど
の
協
力
主
義
は
極
め
て
徐
々
に
彼
の
理
想
に
向
つ

,

て
進
行
せ
ん

V
J

す
る
も
の
、
如
し
。さ
れ
ば
箕
理
は
遂
に
永
遠
に
典
光
り
を
失
は
ざ
る
も
の
ミ 

評
せ
ざ
る
を

#

ず
。今
囘
の
歐
洲
戰
#
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
英
國
が
從
來
占
め
來
办
し
世
界
の 

概
王
た
る
其
地
位
を
維
持
す
る
を
得
る
や
否
の
問
題
を
解
決
す
可
き
一
大
試
金
石
な

A

。̂

A

 

種
が
從
來
の
如
く
世
界
に
雄
視
す
る
を
得
可
き
か
將
た
獨
逸
民
族
が
耽
办
て
之
に
代
る
に
逛 

る
可
き
や
の
報

^

戰
な

6

。從
て
英
帝
國
全
體
の

d
e
f
e
n
c
e

 

a
n
d

 

s
u
p
p
o
r
t

の
問
®
に
し
て
大
陸
の
戦 

#

に
於
て
英
國

一 .

度
屈
せ
ん
か
加
奈
陀
、濠
洲
、南

35

は
勿
論
其
他
の
小
植
民
地
は
將
來
英
語
.を
 

話
し
英
國
流
の
文
明

^

追
從
す
る
を
得

る

や

, ?
?

や
®

A

疑
は
し
き

^

至
る
可
し

ぷ

レ

想
像
せ
ざ 

る
を

#

ず
#

て
此
戦
爭
の
爲
め
に
各
植
良
地
が
應
^
に
其
本
國
を
援
助
す
る
は
や
が
て
植
说 

谘
九
卷

2

ー

〇

さ

腧

說

：

欧
洲
戦
睜
と
植
校
地
問
瓶 

第
十
號 

三
3
.
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第
九
卷

C

ニ 
o)

踰

說

歐

.洲
魄
玢
と
槭
民
她
間
越. 

.

.

B
十淑，

I

.

地

自
ら
を

防

«

ず
-る
所

以

R

外
な

&

ざ
る
な

6

。而

し

て
本

國
を
援
助
す
る

.こ

ビ多

け

れ

ば

^

き
だ
け
平
系
囘
復
の
後
に
於
て
其
植
民
地
か
重
き
を
爲
す
に
至
る
可
き
や
又
言
を
俟
た
ざ
る

所
な
る
可
し
ゴ
れ
ば
吾
人
は
今
日
加
奈
陀
及

.
印
度
遠
征

m

が
西
部
戰
場
に
於
て
英
怫
聯
命

®

R

互
し
て
相
當
の
働
き
を
.爲
し
。濠
洲
瘅
が
ダ
ル
ダ
ネ
ル
ス
に
向
つ
て
惡
戰
苦
闘
を
爲
し
つ

\

ぁ
る
力
如
き
將
た
南
亜
箄
が
ボ
ー
ダ
將
堪
の
銃
帥
の
下
に
獨
領
東
西

35
#

‘利
加
を
侵
略
し
っ

V
 

4

る
が
如
き
を
見
て

一

極
の
快
感
を
感
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
ぅ
®
し
て
彼
の

ア
ル
ゼ
リ
ャ

取

幽

が

旣

に

赫

々

た

る

戰

功

を

樹

.て

怫

國

の

上

下

之

に

依

賴

す

る

こ

ど

顧

る

厚

き

の

事

實

を

知
る
に
於
て
は
祁
民
地
た
る
や
其
經
營
の
如
何
に
依
ぅ
て
は
決
し
て
不
良
少
年

R

終
ら
ん

e

す

る

も

の

に

非

ず

名

植

民

地

は

挺

實

の

，如

く

熟

す

れ

ば

必

申
f

つ
る
も
の

」

に
も
非
ら
ざ
る

C

士
を
威
せ
ず
む
ば
非
、

b

ざ
る
也
，兎
紀
角
に
植
民
地
中
の
最
も
發
達
し
た
る
も
の
に
在

6

て
は

舉
に
植
民
地
自
ら
の
利
害
得
失

R

の
み
沒
頭
せ
ず
其
本
國
の
爲
め
否
帝
國
全
體
の
名

#

^
利

t

の
爲
め
に
は
獨

$

金
餞
上

.の'負
擔
ど
云
は
ず
版
稅
の
負
擔
を

.
も
敢
て
辭
せ

ざる
の
事
實 

を
見
る
可
き
な

0

■'.

.

.

.
三

 

' 

‘

-

.
.
.

英國桢

K

地
，中
の
•
最
飞
進
步
し
た
へ
る
；加
奈
：陀
。濠
：測
。南
パ®

等
に
：比
す
れ
ば
佛
蘭
'西
植
民 

隨

1

た
る
ア
ル
ゼ
リ
ア
は
本
國
マ

」

の
關
係
を
逛
、らに
密
切
な
ら
し
む
る
の
方
針
に
<て
 

た
i

き。即
ち
怫
國
は
植
民
地
を
も
漸
次
に
本
國

R

同

化

せ

し

む

：る
の
政
策
を
採 

1S

地
ょ
ぅ
も
少
數
の
元
老
院
議
員
及
下
院
議
員
を
本
國
に
送
ら
し
め 

税
制
度
就
中
關
稅
制
度
に
就
き
て
本
國

V
J

植

民

地

間

の

關

税

.を
撤 

税
別
を
採
用
し
て
之
を
他
國

上
-
C
N

の
輸
入
品
に
對
し
て
賦
課
し
つ 

隊
紐
織
に
於
て
も
英
國
植

K

地
に
於
け
る
夫
れ
に
比
し
て
觅
ら
に 

即
ち
之
な
ぅ
。#
て
今
囘
の
如
き
事
變
の
發
生
に
際
し
て
も
ア

 

ゼ
 

助
力
し
得
る
程
度
は
英
國
の
自
治
桢

K

地
に
比
し
て
遙
か
に
大
な 

を
得
ず

^

に
英
國
の
自
治
植
民
地
は
典
本
國
人
の
子
孫

^

く
は
.歐
 

立
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
に
拘

&

ず
ア
ル
ゼ
リ
ア
は
異
人

11

の
多
數
を 

へ
ば
側
贩

^

か
此
方
而
ょ

&

比
較
的
多
大

.
の
援
助
を
受
け
つ
ゝ

ct
> 

働
に
依
る
も
の

V

J
斷
せ
ざ
る
を

#

ざ
る
な
ぅ
。而
し
て
此
：點
ょ
-ヶ
云
ひ
ば 

1

レ
ン
。双
び
。ホー
ラ
ン
ド
の
如
き
孰
れ

i

本
來
の

»

逸
傾
土
に

,

ず
、お

說

.
歐
洲
戦
爭
と
植
玫
地
問
妞
，
， 

笫
十
號

の
I
 

せ
ら
れ

に
ア
ル 

あ
る
が

植
K

地 

る
が
如 

，を
進
め 

が
其
本 

@

る

.の
子
孫

.る
植
民
地
な
る
を
思 

备

く

興

同

化

主

_
.
の

II

逸

の

ア

ル

サ

ス

*

ロ 

绡

九

卷(

一】

‘
一
一

)

ゼ

？

ァ

植 

如
き
或
は 

は
本
國
の 

き
或
は

其 

た
る
か
加 

國
の
爲
め 

を
認
め
ざ 

R

依

h

て

樹 る に き 扉 關 租

る 占 洲 る リ 一 、 廢 つ i> 絲 地  
は む 人 も ァ 步 わ し 、 現 治 中



猜

九

餘(1
.
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ニ 

ニ)

論

0 

-

洲̂
映̂
と
植
构
地
'問

®'
'
.
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へ̂

十
.號
' 
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H六
 

人
嵇
も
亦
本
國

.
人
ビ
異

&

る：も
の
な

.C
S
S

は
.
雖
も
今
囘
の
戰
爭
に
際
し
«
»
の
兵
士
ど
し
て 

俯
く

ま

で
カ
イ
、ゼル
の

^

め
に
勇
戰
齊
闘
し
つ
、

?>

る
が
如

.
き#
た
塊
匈
帝
國
に
於
て
规
多 

の
興
人
純
を
交
ひ
た
る

at

®:
隊
は
敢
て
精
銳

fs
p 

評
す
る

.

を

得

ざ

る

は

^/
渝
な
れ
と
も
甩 

に
^

に
國
防
跟
ビ
し
て

1

通
h

の
働
き
を
爲
し

.得
る
の
事
實
を
以
て
見
れ
ば
祖
先
の

‘
興
同

。
^

• 

く
は
人
鋪
の
如
何
等
の
問
題
は
今
日
の
國
家
組
織
の
上
に
於
て
さ
迄
の
大
問
題
た
ら
ざ
る

こ

»' 

^
を
證
明
す
る
も
の
せ
云
ふ
可
し
邱
ち
敎
育
を
普
及
し
一
國
內
の
興
分
子
を
し
て
全
澧
の
爲 

め
に

#

發
努
力
す
る
は

®

れ
や
が
て
彼
等
自
ら
，
の
.
名
赛

S

利
益
ど
を

*

持
し
增
進
す
る

rr

以 

に
外
な
ら
ざ
る
事
を
自

.*

せ
し
め
同
時
に
適
當
な
る
組
識
の
下
に
.之
を
揩
導
す
る
に
於
て
は 

立
派
に
一
國
の

一

.
大
现
力
た

-

C
N

得
る
こ
マ

J

を
示
す
も
の
な

^
:

S

マ

J

云
ふ
可
し
。

果
し
て
然
ら
ば
我
臺
灣
若
く
は
朝
鮮
の
如
き
元
ど
我
國
の

.
本
國
の

|

部
を
形
成
し
.た
る
に 

非
す
し
て
或
は
支
那
ょ
ぅ
之
を
，割
讓
せ
し
め
或
は
獨
立
の
王
國
を
併
合
し
た
る
.もの
に
外
な 

らず
ビ

0

も
其
人

K

を
間
へ
ば
同
じ
く
黄
色
人
種
に
屬
し
。古，來
文
宇
を
同
ふ
し
文
化
を
同
ふ 

せ
る
關
係
、上
之
を
我
に
同
化
す
る
の
容

a

な
る
は

*

し

て

獨

塊

諸

國

に

於

け

る

興

^
子
ど
同 

1

.0

談
に
非
も
ず
ど
去
ふ
可
き
な
：ぅ。即
ち
臺
灣
。朝
鮮
の
如
き
植

15
'

地
^
於
て
は
紙
く
同

ft

剡

1

政
策
に
依

$

て
將
來
本
國
の

1

部

V
J

爲
す
可

'

き
確
.
然
れ
る

H

標
の
下
に
施

t

經
營
を
行
は 

ざ
る
可
ら
ざ
る
な

&

。然
も
赢

«

の
領
有
以
來
略
二
十
年
を
經
過
し
た
る
.今
日
に
於
て
我
政
治 

家
の
胸
中
杞
は
未
だ
臺
騰
を
本
國
の
一
部
ヾ

」

爲
す
可
き
も
の
か
將
れ
半
日
本
半
支
那
の

 

一
»
 

特
別
な
る

.

境
域

^

し
て
之
を
統
治
す
可
き
も
の
な

6

や
判
然
た
る
觀
念
の
存
せ
ざ
る
が
如
き 

は
寧
ろ
甚
だ
不
可

m

心
#

な
0
 

S

評
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
ぅ

.。朝
鮮
の
揚
合
に
於
て
は
殊
に
然

Q
 

其
人
•種
は
全
然
我
ビ
、

IP
J

J

に
し
て
其

«

鞯
に
於
て
何
等
優
劣
办
る
可
ら
ず

"
否
過
去
の
歷
史
に 

於
て
朝
鮮
人
が
文
學
技
藝
に
於
て
五

3

人
の
師
た

i

し
こ
ど
多
か

5

し
は
云
ふ
ま
で
も
な
き
所 

に
し
て

'
近
世
に
至
ぅ
其
國
勢
未
だ
振
は
す
遂
に
其
獨
立
を
喪
失
し
て
我
國

V
J

合
併
せ

&

る

，
 

}t

里
6

し
は
舉
竟
其
政
治
の
甚
だ
宜
敷
き
を
得
ざ

&

し
ど
殖
產
興
業
の
發
達
せ

.

.
さ
6

し
結

*
 

國
K

的
實

.力
の
涵
養
を
缺
き
れ
'̂し
爲
め
に
外
な
ら
中
し
て
其
國
民
に
先
天
的
に
能
力
の
缺 

乏
せ
る
な

h

ど
認
む
可
き
證
據

CT
>

る
こ
ど
な
し
。ぬ
て
我
國
の
指
導
の
卞
に
一
般
敎
育
を
普
及 

せ
し
め
、殖
產
典
業
の
根
播
を
培
ふ
に
於
て
は
他
日

1

廉
の
文
明
國
民
れ

$

得
可
き
こ
^
敢
て 

疑
，な

か

る

可

き

也

郞

ち

之

亦

同

化

主
*

に
依
り
て
立
派
に
我
本
國
の

1

部
た
ら
し
む
る
を
得 

る
や
明
か
に
し
て
此

0

的
の
爲
め
に
は
朝
鮮
人
に

H

本

語

の

使

用

を

普

，及
せ
し
む
る
.

こ
^

何

第
九
怨

，
(

1
1

1

三)

输 

欧
洲
戦
爭
と
植

I

問
妞

. 

.
第
十
號
 

三
七
，
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脱

欧

洲

戦

串

と

植

ゼ

：她
問

M

_

十

號

一

；
て
-

物
よ

4

も
肝

®

な
る

0

み
な
ら
す
東
洋
に
於
て
既
に
最
高
の
文
明
に
達
し
か
米
人

S

競
#
し 

て
世
界
の
政
局
に
處
し
难
亜
人
種

0

權
利
を
確
保
し
且
つ
其
.利
益
を
僧
辑
せ
ん
が
爲
め
に
は 

是
非

^

も
我
日
本
帝
國
の
一
.部
ど
し
て
典
同
の
目
的
の
爲
め
奮
鬪
す
る
こ
ビ
必
要
な

h

しヾの
 

.
觀
念
を
未
來
の
朝
解
人
に
鼓
吹
す
る
こ
ど
今
日
の
急
務
な

6
 

S

考
へ
ざ
る
を
得
ず
。

.

而
し
て
旣

R

言
語
の
上
に
或
程
度
ま
で
同
化
の
目
的
を

.
達
し
た
る
曉
に
は
！
ん
で
彼
等
の 

—

表
^

を
？
ず

8

議
會
に
送
ら
し
む
る
の
方
針
を
採
ら
ざ

.
る
可
ら
す
。但
し
最
初
よ

6

內
他

fz 

於
け
る
ど
同

1

割八：！

に
.

s

る
を
必
要

^

せ
ざ
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
き
所

R

し
て
唯
朝
鮮

I

ご
 

し
て
其
代
表
渚
が

ft

接
火
扫
本
帝
國
の
國
政
杧
參
與
し
つ
、
ぁ
の
信
念
を
抱
か
し
む

L

ば
可
？

器

ん

Q

4

S

S

同
時

S

鮮
S

I

S

.

S

S

2

度
I

施
す
る 

の
覺

5

か
.

る
f

 

t

人
或

S

初
i

本
國
の
一
部

f

 

f

i

是
等
の
地
方
よ

i

 

士

を
徵
す
る
爲
し
て
有
用

S

隊
I

f

し
め

f

 

I

や
を

f

 

f

 

i

し
I

も 

此
疑
間
は
今
囘
の
歐
洲

m

s

s

 

s

s

f

る
こ

s

i

.

し
た
る
も
り 

可
し
？

1

國
の
用
兵
上
に
霊
を
厚
亡
例
へ
ば

2

が
ア

^

ナ
5

 

’
レ
ン
の 

兵
を
以
て

f

 

S

歳

線

.

S

用
せ

t

l

l

s

f

用

き

i

如
I

法

を

L

L

r

 

'

I

'

 

こ

、

一

取
る
に
於
て
は
何
等
赀
反
的
恐
れ
な
き
の
み
な
ら

す
、英

國

の

如
き
は
其
印
度
兵
を
歐
洲
に
送

- 

致
す
る
 

や
隨
分
無
理
を
犯
し
れ

 

る

形
跡
わ
ぅ
。即
ち
印
度
內
に
て
最
も
英
政
府
に
嫌
德
た
る
種 

樹
の
間
よ
ぅ
殆
ん
ど
强
制
的
に
徵
集
し
た
る
に
拘

&

ず
是
等
の
印
度
兵
は
又
相
當

0.
働
き
を 

爲
し
つ
、
わ
る
を
見
る

べき

S
O
0
し
英
國
は
印
度
土
人
兵
を
主

W

し
て
步
兵
に
使
用
す
る
の 

み
に
し
て
砲
兵
に
は
之
を
用
ひ
ざ
る
の
常
な
る
の
み
な
ら
す
。其
上
級
士
官
の
如
き
は
凡
て
本 

國
人
を
以
て
之
に
充
つ
る
の
常
な
る
が
故
之
れ
亦
事
實
上
に
於
て
格
別
掛
念
す
る
に
足
る
も 

の
な
き
な
ん
殊
に
塊
地
利
軍
隊
の
如
き
十
有
餘
種
の
國
語
を
用
ゆ
る
雜
然
れ
る
段
族
よ

6

成 

立
し
甲
の
聯
隊
マ

J

乙
の
聯
隊

^

が
通
信
に
も
不
便
を
感
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
有
機
な
る
に

拘ら 

す
尙
ほ
露
怫
獨
の
間
に
介
在
.し
て
一
方
の
雄
れ
る
を
得
る
の
事
*
に
想
到
せ
ば
朝
鮮
人
及
毫 

灣
人
の
間
よ

6

組
織
せ
ら
れ
た
る

¥

隊
く
雖
も
決
し
て
輕
蔑
す
可
き
も
の
に
非
&
ざ
る
を
推 

知
す
る
に
難
か
ら
ざ
る
可
し
。

, 

西

國
.際的
競
邻
な
る
言
葉
は
從
來
盛
に
使
用
せ
ら
れ
お
，な所
な
れ
と
も
今
世
紀
に
入
る
に
及 

.
ん
で
競
爭
的
湖
體
の
單
位
は

M

ら
に
搬
大
せ
ら
れ
て
將

R

E

族
的
乃
莩
人
種
的
た
&
んヾ
しす

，前
力
卷

■

(
一

1
.1

芄)

腧
•

.
脱

：

歐

洲

戦

.爭

と

植

松

地

問
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第

十

飞

H

O

る
倾
向
ぁ

6

。即
ち
彼
の
パ
ル
力
ン
戰
#
の
如
き
但
し
は
今
囘
の
歐
洲
戰
箏
の
如
き
孰
れ
も 

<

l

n

 O
f

^

故
0

8

ど
稱
せ
ら
る
、
所
以
に
し
て
各
國
間
の
往
來
交
通
益
々
便
利
を 

來
、し

各

國

民

の

衣

食

住

の

方

法

、言

語

風

俗

習

惯

等

大

差

な

き

に
_
至
ぅ
資
本
の
國
際
的
谬
磡
、
1
 

外
，人

の

共

同

企

業

盛

に

行

は

る

、
に

至

る

や

歷

史

的

若

く

は

血

族

的

に

相

接

近

し

た

る

國

民 

間
に
反
目
疾
視
す
る
の
念
は
年

^

共
に
雜

&

ぐ

可

し
^

雖
も
。然
も
之
ピ
同
時
に
各
國
说
瓦
べ 

政
治
上
及
經
濟
上
に
於
て
優
勝

•
の
地
位
に
立
ん
ど
欲
す
る
が

.

爲
め

1

方
に
於
て
は
俯
く
ま
で 

競
爭
場
理
に
優

*

た
、らん

S

す
る
傾
向

3>

之
換
言
ず
れ
ば
：

1

方
に
於
て
は
競
爭
を
欲
し
也
方 

R

於
て
は
和
親
を
欲
す
る
の
念
同
時
に
存
在
す
る
が
爲
め
其
相
接
近
せ
る
も
の
は
互
に
和

a
 

す
る
同
時
に

■

組
隔
甘
る
も
の
、
間
に
は
益

+

其

競

霧

®

な
ら
し
む
る
傾
的
ゐ

P
O
W 

ち
大

k

競

锻

せ

ん

；が

爲

め

、
に

大

に

和

親

す

る

の

必

要

?>
6

0

大
に
和
親
し
た
る
が
爲
め

R

一
 

M
 

競
^

す
る
場
合
记
は
其
規
糢
愈
々
大
を
加
ふ
る
に
至
る
遨
理
な
ぅ
。斯
く
て
恰
も
求
心
力

S

遠 

VJL

力
ビ
力
互
に
同
時
に
其
力
を
發
撺
し
て
相
矛
盾
せ
ざ
る
が
如
く
和
親
的
«
甸
ビ
競
领
的
傾 

中
は
同
時
に
今
日
の
掘
際
政
局
に
働
き
つ

\

?>

る
を
見
る

■
可
し
、而

して

A

、

こ’P

し 

て
外
に
競

^

の
現
象
を
义
し
つ
、
わ
る
を
疑

.ふ
可
ら
梦
、即

ち

*

塊

爾

國

の

如

き

其

人

種

的

關
I
i
t
I
I

H

E；：：.

係
ょ

6

殆
ん

^

1

心
同
體
の
形
を
爲
し
て
今
日
.の
敗

局
：
に
.藤

レ
^

:，J>

る
が
如
き
將
把
之
等

. 

兩
國
內

R

抱
含
せ
ら
る

V

幾
多
の
異

.
種
族
も

M

ら
に
相
異

:

&

程
度
の
大
な
る
他

_

 

K

に
當
ら 

ん
が
爲
め

k

は
小
親
を
棄
て

■
、
大
同
に
就
き
以
て
自
ら
饑
ら

r-

る
可

&

ざ
る
を
自
覺
し
つ

> 

<|
>

る
も
の
也
。若
し
夫
れ
此
大
勢
に
反
し
小
興
を
取
ぅ
て
互
に
相
爭
は
ん
か
恰
も
獨
逸
聯
郯
成 

立
以
前
の
獨
逸
鼯
邦
の

’
彻
ぐ
徒

&

に
强
大
な
る
隣
國
の
足
下
に
蹂
躪
せ
ら
る
.、
を
免
れ
ざ
る 

可
き
な

i

f

獨
澳
兩
帝
國
の

A

ロ
を
合
計
せ
ば

1

億
三
四
千
离
に
達
す
可
く
说
族
的
鱗
爭 

の
單
位

W

し
て

.は
最
早
少
な
し

^

云
ふ
可
ら
ず
、即
ち
東
ス
ラ
ブ
民
族
に
對
し
て
遜
色
な
く
两 

英
怫
兩
國
民
を
敵
ビ
し
て
毫
も
恐
る
、
所
な
し
ど
雖
も
東
西
ょ
办
挾
擊
せ
ら
る
、
場
合
に
於 

て
は
爾
ほ
聊
か
不
安
を
感
世
ざ
る
能
は
ざ
各
が
故
に
進
ん

.で
土
耳
其
を
も
其
同
盟
に
加
へ

#
 

る
に
外
な
ら
ざ
ぅ
し

.
な
り
。露
國
に
至
办
て
は
自
國
人
：

ロ

の
み
を
以
て
遙
に

1

僦
离
を
越
へ
、英 

怫
茆
其
世
界
に
散
在
せ
る
植
民
地

^

興
人

0

ど
を
合
箅
す
れ
ば
之
れ
亦
立
派
な
る
競
爭
單
位 

ビ
し
て
認
む
る
を
得
可
く
。逛
ら
に
米
國
に
至

A

て
は
其
地
理
的
優
勢
ど
國
內
無
盡
藏
の
富
源 

ど
現
に
八
千
萬
を
算
し
將
來
何
程
ま
で
增

.加
す
可
き
か
殆
ん
ど

»

ダ
知

る

可

ら

'ざ

る

人
ロ

上 

の
可
能
さ
を
以
て
是
れ
亦
た
世
界
競
爭
場
裡
に
於
け

る

立
派
な
る
單
位
な
ぅ
ど
云
ふ
を
得
可

第
九
帮
.

(

一一 .

一七)

論
說

，■

ま洲戦

f

'植均呲問齡
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し
。
 

.

斯

の

如

く

世

界

の

競

领

單

位

が

其

形

を

搬

大

し

其

人

口

を

增

加

し

つ

>
?>
る
以
ヒ
は
其
切 

に
介
立
し
て

.〗

方
に
雄
を
占
め
ん
ど
欲
す
る
我
國
の
如
，

.
き

も

必

ず

.
や

相

當

に

，
圈

_
體
の
基
礎
を 

櫥
大
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
や
勿
論
な

6

即
ち
本
國
內
の
五
千
萬
同
胞
の
み
を
以
て
し
て
は
到
底 

外
钶

の

競
爭
画
體
に
當
る
能
は
ざ
る
は
云
ふ
ま
：で
も
な
き
所
な
れ
ば
、少
な
く V

J

 

&

近

き

將

來
VC 

於

て

1

億
の
人
口
を
抱
有
す
る
の
帝
國
ビ
な
す
に
非

&

ざ
れ
ば
二
等
國
マ

」

し
て
世
界
の
競

#
 

場
t

R

馳
聘
す
る
こ
ど
函
難
な
办

S

运
は
ざ
る
を
得
ず
。さ
れ
ば
此
目
的
の
爲
め
に
は
朝
鮮
设 

臺
灣
の
拓
殖
を
急
ぎ
其
同
化
に
銳
意
熱
心
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
は
勿
論
な
り

ビ雖
も
、
^

國
は

I
 

办
之
の
み
を
以
て
滿
足
す
可
き
に
非

&

f-
M

ら
R

同

1

人
種
に
依

\
つ
て
住
居
せ
ら
れ

0,
つ
我 

領
土
ど
境
を
接
す
る
滿
洲
及
蒙
古
の
地
に
一
大
發
展
を
試
み
て
之
を
も
我
に
同
化
せ
し
む
る 

の
必
要
を
感
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
な
办
。而
し
て
朝
鮮
及
臺
灣
人
は
沄
ふ
に
及
ば
す
滿
洲
及
蒙
古
人 

人 

種
を
し
て
日
本
の
指
襟
に
從
ひ
日
本
人
ど
共
同
動
作
を
採
る
は
世
界
の
競
爭
場
裡
に
趴
て
最 

も
完
全
に
彼
等
の
權
刹
を
保
譏
し
其
利

.
益
を
增
進
す
る

.

所
以
の
,'

道
な
る
こ
ヾ

」

を
.
事
實
上
に
.覺 

知
せ
し
む
る
必
要

6

る
可
し
。換

言

す

れ

ば

吾

入

は

滿

蒙

方

面

に

：對
し
我
：植
«

政

策

を

逛
&

^

• 

-

.

.

.
V 

. 

.

. 

' 

. 

ノ
' 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

-

大

U

M

&

せ

し

^
ざ

る

可

ら

ざ

る

こ

、、し
を
主
张
す
る
も
の
な
ぅ
•但

し

徒

ら
R

國
カ
を
四
散
せ 

し
む
る
は
繁
固
な
る
國
家
の
基
礎
を
築
く
所
以

-
に
非

t

故
に
蘧
灣
劳
く
は
朝
鮮
に
於
け
る
植 

挞
的
經
營
の
充
分
其
基
礎
を
確
立
せ
ざ
る
間
に
漫
ぅ
に
他
に
進
出
す
る
は
大
に
愼
ま
ざ
る
可 

6

ざ
る
所
な

h
 V

J

雖
も

' 1

方
蕻
灣
朝
鮮
に
於
て
盛
に
同
化
事
業
に
郛
步
を
進
む
る
マ
し
同
時
に 

滿
蒙

R-
於
て
は
著
々
他
日
の
豫
備
的
手
段
を
取
る
こ
ビ
必
要
な
り
ビ
云
は
ざ
る
を
得
ず
、而し 

て
此

0

的
の
爲
め
に
は
旣
に
南
滿
鐡
遨
會
社
の
存
在
す
る

?>

ぅ、興
當
局
潜
の
心
掛
如
何
に
依 

>

て
は
近
世
の
南

®

植
K

會
II
;

の
如
き
事
業
を
遂
行
す
，る
敢
て
困

_

な
o

ビ
云
ふ
可
ら
す
、又
 

今
囘
の
ロ
支
協
約
の
結
染

*

山
採
掘
權
届
住
權
農
業
經
營
權
等
を
取
得
し
れ
る
結
架
將
來

>

R
 

於
け
る
我
植
民
政
策
の
遂
行
及
發
展
上
に
多
大
の
便
宜
を
得
れ
る
や
明
か
な

6

、さ
れ
ば
唯
徒 

&

に
紙
上
の
空
權
を
得
た
る
に
滿
足
せ
ず
須
ら
く
國
力
の
許
す
範
園
に
於
て
或
は

.

鐡
.逍
の
布 

說
を
實
行
し
或
は
內
地
の
資
本
家
を
招
採
し
て
富
源
の
開
發
に
當
ら
し
む
可
き
な

6

。斯
く
の 

细
く
に
し
て

.新
な
る
事
業
の
起
る

S

共
に
我
國
の
智
識
的
移
民
は
漸
次
滿
縷
.に入
込
む
教
增 

B

す
る
に
至
る
可
く
續
て
勞
働
潘
階
級
の
如
き
も
亦
從
て
移
住
す
る
に
至
る
可
し
#
人
は
滿 

繫
方
而
に
於
て
最
初
ょ
り
勞
働
を
目
的
ビ
す
る
移
民
を
移
植
せ
し
め
ん
ビ
欲
す
る
の
至
難
な 

龢
九
餘

2

ニ
九

}

論
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戦
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脑
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論
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欧

洲

戦
^

と

桢
K -
地

叫

妞 

V

IV
卜

诚

リ

リ

る
を
感
ぜ
ず
む

ば
非
中
。此

秫
の
移
说
は
主
ビ
し
て
南
北
米
^
く
は

荷

洋
筇
に
送
、

b

ざ
る
可
ら 

ざ
る
钪
の
も
の
に
し
て

-1
{句
く
も
菩
人
が
朝
鮮
劳
く
は
滿
蒙
の
植
民
政
策
を
云
々
す
る
以
卜
“は 

進
步
し
た
る

^

a

技
術
及
逬
徳
的
觀
念
を
以
て
原
住
民
を
指
導
搠
發
し

以

て

彼

等

を
し
て

文
 

明
の
德
澤
に
浴
せ
し
め
ん

S

す
る
觀
念
の
侔
は
ざ
る
可
&
だ
る
は
論
な
き
所
な
り
。

チ

ムメ
 

Z 

マ
ン
が
植
民

‘
の
目
的
を
論
じ
て

，
.

b
o
c
h

 

w
ird als 

E
n
d
z
w
e
c
k

 
der 

Koionia〗.POIitik 

i
m

 

G
r
a
u
d
e

 

h
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t
e
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h
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m
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h
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N
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a
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s
c
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p
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m
e
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s
c
H
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h
e
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w
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a
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w
oば 
s
 G

o
d
w
i
n

 

S
m
i
t
l
i

cretout: 

h
a

 
ャ

ビ
秫
し
た
る
が
如
く
單
に
原
住
民
ど
勞
カ
に
於
て
競
爭
し
赁
銀
の

高
下
を

論
中
る
が
如
き
は 

植
民
の
目
的
忙
背
反
す
る
も
の
な

6

ビ
云
ふ
可
し
。さ
れ
ば
資
本
家
若
く
は
智
識
階
級
が
先
歡 

ビ
な
て
滿
象
の
辟
發
に
從
事
す
る
こ
そ
眞
の
植
民
な

.Cs

ビ
稱
す
可
き
な

A
y
o
0
し
て
楚
等

r
\

 

先
驅
の
下
に
下
層

«1
:

會
の
追
隨
す
る
は
敢
て
非
雛
す
可
き
に
非
ら
ざ
る
也

C

耍
す
る
に
今
後
ち 

國

に

於

て

增

加

す

可

き

人

口

は

朝

鮮

は

云

ふ

に

及

ば

ず

滿

蒙

方

面

に

'之

を

導

き

韓

滿

.藥
を
同 

化
し
て
將
來
の
我
世
界
的
競
爭
の
單
位
を
此
大
合
同
の
上
に
置
く
の
必
要
を
感
ず
る
も
の
な 

A

。殊
に
今
囘
の
歐
洲
戰
筆
に
鑑
み
同
化
主
_
は
我
植
说
政
策
上
の
終
屙
の
目
的
た
る
ベ
き

W
 

を
認
め
ざ
る
を
得
ざ
る
也
。

英

國

補

獲

審

檢

所

I:

於

け

る

獨

船

智
_

號

事

件

の

檢

定

S
)

板

倉

卓

造

ク
V

陶

ャ
職
#
以
來
ヹ
ハ
十
年
間
运
く
閉
さ 

四
日
、獨
»
智
利
號
事
件
の
審
檢
を
以
て
再
び 

&

け
れ
ば
、®
日
法
廷
內
は
取
門
家
の
傍
聽
人 

樣
は
、廣
く
內
外
に
多
大
の
典
味
を
喚
起
し
れ

る を 開 れ  
所 以 門 た  
な て せ る
h 充 ら 英  
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